
持続可能な開発目標(Sustainable Development Goal s：SDGs)とは、2015年9月に国連加盟国が採択した2030年までに持続可能な世界を実現するための17の目標です。
三社電機グループは、これらの目標達成に事業を通じて貢献してまいります。
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特
集

導入機器

脱炭素社会、環境保護への貢献
長崎県壱岐市に
蓄電池・燃料電池・水電解装置複合システムを納入

脱炭素社会、環境保護への貢献
長崎県壱岐市に
蓄電池・燃料電池・水電解装置複合システムを納入

長崎県壱岐市は、気候変動により同市の主要産業のひとつである漁業へ
の影響が深刻になっていることを背景に、太陽光エネルギーを使い製造
した水素を燃料にして発電するシステムの実証実験を2020年度から実

施し、フグの陸上養殖場をプロジェクトの舞台にしています。この実証実験に必要
な機器として、太陽電池用コンバーターや燃料電池用コンバーター、水素製造用
電源などを採用していただきました。
太陽光発電と蓄電池・燃料電池からの電力変換によって生成された電力でフグ養
殖の水槽の循環用ポンプを駆動、再生可能エネルギー由来の酸素により水槽内
の酸素濃度の保持を行い、副次的に発生した熱により水温保持を行っています。
三社電機製作所は、電源機器の開発を通じて、脱炭素社会の実現に貢献してまい
ります。

太陽電池用DC/DCコンバーター 200kW
蓄電池用DC/DCコンバーター 20kW
燃料電池用DC/DCコンバーター 8kW×2
負荷用DC/ACインバーター 20kW
水素製造用電源 80kW
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売上高 営業利益 親会社株主に帰属する
当期純利益 配当金

半導体事業 電源機器事業

226億円
前期比 16.7%増

13億円
前期比 215.9%増

25.0円
前期比 66.7%増

11億円
前期比 130.5%増

三社電機グループの経営理念「社会に価値ある製品を」のもとに、「社会課題解決に貢献」「持続
的な成長に向けた変革」の2つの基本方針を掲げ、重点施策を推進してまいります。また、電力変
換・制御技術を生かした製品の開発を通じて、エネルギー効率の改善、再生可能エネルギー、気
候変動などの社会課題の解決に貢献することでサステナブルな社会の実現と当社グループの成
長を目指します。

株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御
礼申し上げます。

当連結会計年度は、緊急事態宣言の発令など新型コロナウイルス感
染症の影響を受けるなか、ワクチン接種も並行して進み、経済活動が再
開の方向に進みました。しかし、期末には新たな変異株の出現により感
染が再拡大したことでサプライチェーンの混乱が生じ、部材の供給不
足が発生するなど、先行き不透明な状況が続いています。

当社グループを取り巻く環境は、工作機械関連の需要が好調に推移
するとともに、脱炭素化に向けた再生可能エネルギー・新エネルギーの
活用の促進やパワー半導体の需要が大幅に拡大しました。一方、部材
の供給不足に加えて素材価格の高騰により企業収益に影響を及ぼす
状況になってまいりました。

このような状況のなか、当社グループは、中期経営計画「CG23」の1
年目をさらなる成長への基盤づくりと位置付け、生産・営業・技術部門
一体となって成長分野（水素・新エネルギー等）を確実に取り込む活動
を推進しました。新型コロナウイルス感染症の影響により営業活動に制

中期経営計画の概要

当社グループの主力市場である中国
を中心に海外、国内ともに好調に推移
人件費等の増加などを増収および為
替差益による増益が吸収 素材加工用の大型電源の受注増加

電子部品関係の表面処理用電源の売上高
が大幅に伸長

第88期ダイジェスト

限がありましたが、SNSやウェブサイトを活用し、製品のPRに努めまし
た。一方、期初に想定していなかった部品調達難に対して、代替品の選
定や先行手配だけでなく、部品の共通化・標準化を進めました。

以上の結果、当連結会計年度の業績につきましては、好調に推移した
半導体事業が牽引する形となり、売上高は226億7千5百万円（前期比
16.7％増加）、営業利益は13億1千6百万円（前期比215.9％増加）、経
常利益は13億1千3百万円（前期比197.7％増加）、親会社株主に帰属
する当期純利益は11億4千7百万円（前期比130.5％増加）となりまし
た。

セグメント別売上高構成比（外円）

国 内 中 国

アジア（中国除く）

地域別売上高構成比（内円）

電源機器事業 65.6%
64.5% 19.4%半 導 体 事 業 34.4%

その他 1.8%北 米 3.7%10.6%

第８8期

第88期 株主通信　2021.04.01 ー 2022.03.31

Operating
Summary

中期経営計画の3年間での主な取り組みテーマ

業績目標

新エネルギー等成長分野の拡大と基盤分野の強化
●水素・新エネルギー、環境分野の拡大
●基盤分野の強化
●パワーコンディショナーの単体販売からシステム販売を展開
●小容量から大容量までシームレスな品揃え

高耐圧、高効率、高信頼性の追求でシェアアップを目指す
●高性能領域への展開
● 低リーク電流・低損失、低環境負荷をコンセプトとしたラインナップを拡充
●生産ラインの⾃動化設備の導⼊
●部材の標準化、設計の効率化

電源機器事業半導体事業

代表取締役社長　吉村 元
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77億円
前期比 36.5%増

148億円
前期比 8.4%増

7億円
前期比 344.9%増

5億円
前期比 124.7%増

●一般産業用 ●表面処理用/溶接機・切断機
●光源用・調光用 ●インバータ　他

●パワーモジュール
●ディスクリート　他
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新型ダイオードおよび
サイリスタ・ダイオード
モジュールを販売開始

「えるぼし」３つ星認定を
取得しました

低積層構造による高放熱化と、チップの両面
はんだ接合との相乗効果で長期信頼性を向
上。さらに内部設計と材料の最適化により軽
量化を実現したダイオードおよびサイリスタ・
ダイオードモジュールの販売を開始しました。

同認定は、女性活躍推進の取り組み状況が一
定基準を満たす優れた企業を認定する制度
です。当社が様々な方向から女性社員の育成
を推進するとともに、女性の働きやすい環境
づくりに努めてきたことが評価されました。

第88期の主なトピックス

会社概要／ごあいさつ／経営理念
会社沿革／事業について
社名・ブランド／事業所一覧
私たちの強み／統合報告書

トップメッセージ／事業早わかり／中期経営計画
業績・財務／IRライブラリー／IRカレンダー
IRニュース／株式について／株価情報
コーポレート・ガバナンス／ディスクロージャーポリシー
電子公告／よくあるご質問

お客様とともに／お取引先様とともに
地球とともに／社会とともに
社員とともに／統合報告書
環境・エネルギーソリューションのご案内

企業情報 投資家情報 サステナビリティ

株式会社 三社電機製作所

各詳細につきましては、当社ホームページをご覧ください

第12回国際
スマートグリッドEXPOに
出展しました

当社ブースでは、産業用蓄電池システム、燃
料電池をはじめとする各種パワーコンディ
ショナー、そして、試験用充放電電源など幅
広いラインナップに加え、スマートグリッドの
世界で活躍する当社製品をご紹介しました。




